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１．はじめに

著者の一人，宮入英治は１９９０年代の半ばに須坂

市内でスギナモHippurisvulgarisL．が自生している

ことに気づき，その後刊行された『長野県版レッド

データブック維管束植物編』１）に記載があり，この種

が長野県絶滅種であることを知った．２００４年に著

者らは現地調査を行ったので，絶滅したとされた植

物の自生確認とその生育状況を報告する．

２．スギナモについて

ス ギ ナ モ 科 Hippuridaceaeは ス ギ ナ モ 属

HippurisL．１属からなり，北半球の寒冷な地域に２

～３種が分布している．日本では，北海道，本州中

部以北にスギナモが分布し，近年，北海道厚岸湖で，

ヒロハスギナモ HippuristetraphyllaL．が発見され

ている．スギナモは湖沼や湿原，河川などに生える

多年生の沈水，抽水植物で，地下茎が匍匐し，節か

ら水中茎が伸びる．流水中では流れになびく沈水植

物となり，止水域では茎の上部が気中に立つ抽水植

物となる．茎は軟質で長さ１０～６０cm．葉は各節に

６～１２個輪生する．沈水葉は線形で薄く緑褐色，長

さ２～６cm，幅１．５～３cm．気中葉は厚みがあって

線形～披針形，沈水葉より短く，長さ５～１５mm，
鋭頭，ともに鋸歯がない．花期は６～８月．花は気

中葉につく２）．

日本では，北海道の他，青森県，岩手県，秋田県，

山形県，福島県，群馬県で知られている．長野県に

最も近い産地は，群馬県尾瀬が原３）で，長野県は分

布の西南限にあたる．長野県では下水内，上水内，

上高井，下伊那郡で記録があるとされるが，１９６２年

に須坂市で採集された以後は，確認されていなかっ

た４）．このことから，『長野県版レッドデータブック

維管束植物編』では，絶滅種（すでに絶滅したと考

えられる種）とされた．
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〈資料〉

近年，観察や自生の記録がなく，『長野県版レッドデータブック維管束植物編』で絶滅種とされた沈水・抽水植物の

スギナモの自生が，長野県北部の須坂市内で，２００４年６月に再確認された．生育地は５ヶ所あり，いずれも人家付近の

湧水由来の小川であった．
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須坂市で再確認された長野県絶滅種スギナモ（スギナモ科）の自生
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図１ スギナモの生育地（上）と生育状況（下）（須坂

市２００４年７月）．



３．自生の確認と生育状況

２００４年６月２１日，須坂市塩川地区，日滝地区，幸

高地区などの５ヶ所で，スギナモの自生を確認した．

証拠標本：スギナモ，長野県須坂市塩川（大塚孝一・

尾関雅章 s．n．，２００４年６月２１日，NAC，SHIN）．
生育地は，須坂市の扇状地末端近くの湧水付近の

小川である（図１）．周辺は人家で，保護には周囲の

住民の理解が不可欠となる．

なお，スギナモは，『長野県版レッドデータブック

維管束植物編』で絶滅種として扱われたが，今後は

絶滅危惧種に相当する植物となる．長野県内で確認

されている自生地は，須坂市のみであるため絶滅の

危険にある．河川掃除などで一掃される心配がある

が，現在は須坂市役所や地区区長などにより，希少

な植物であることを住民に理解していただくよう働

きかけ，保全の取り組みがなされている．
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